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参加者の皆さんから事前にいただいた問題意識等①

トラック物流の２０２４年問題に対する問題意識、解決に必要な対策として思われる
ものは。

トラック事業者の皆さんから

●荷主との対等な協議

●まずは人財確保が最優先（ドライバー確保だけに留まらず）運行や給料体系の見直し。

●メーカーと納品先（売り手と買い手）の力関係があり納品先（小売）が圧倒的な力を持っていてメー
カーは買い手の言いなり。出荷量の平準化をしてほしい。：納品指定時間を無しにしてほしい：納品先
の体制強化（施設、人員、マテハン）、オーダーの早期（納品日前々日午前中）受信。納品先での混雑
緩和。納品先での自主荷役禁止。
付帯作業禁止＝シール貼り：縦持ち作業：各階納品など・・本来納品先で行う作業を人手が足りない為、
メーカーに対して圧力を掛け我々は無償で作業を行う・・・・きりがない。

●1. 長距離輸送（片道400ｋｍ以上）対応不可。
2. 荷役分離により人員増加。よって経費負担増で経営圧迫。
3. リードタイムの延長

●休憩場所、SA/PAのインフラ整備。

●適切運賃の収受

●荷待ち時間の削減（予約システム）（積卸のパレット化）
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参加者の皆さんから事前にいただいた問題意識等②

トラック物流の２０２４年問題に対する問題意識、解決に必要な対策として思われる
ものは。

元請事業者の皆さんから

●長年の物流課題が、解決していく期待感と変化への対応を適切にするため、荷役時間短縮や付帯業務の
是正などにどう対応すべきか、有効な対策やツールを知りたい。また、物流機能を外部に委託する場合、
委託先へどのような働きかけができるのか知りたい。

●関係会社と協議した上での運賃改定、顧客へ理解を求めた上での料金改定が必要。

荷主事業者の皆さんから

●荷主としては運転手さんの運転する時間をどれだけ最大化できるかがポイント。

●受け荷主（着荷主）や消費者がコストや納期に対して理解できるか。欧州の公共交通のように物流をイ
ンフラとして社会全体で負担する議論を始める。

その他の皆さんから

●運賃の確実な引き上げ実行のため出来れば特措法等で3～5年程度認可運賃制度、新規許可の一時的停止。
その間要員をgメンに。

●拘束時間を適正化するには、身の丈を縮めるしかないように思えます。それで営業所を増やしやすくす
るために、配車要件５台以上を緩和することはできないでしょうか？
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「トラックＧメン」について感じる印象、期待・ご不安など。

トラック運送事業者の皆さんから

●不安なので取り締まり度合いを知りたい。法令は守るが中小企業のため、どの程度の対策が必要か知り
たい。

●どのような動きをされるのか知りたい。

●残り少ない日数の中で、どれ程の解決策が取れるのか？又、荷待ち時間が掛かるのは都市部の大手や食
品関係の集約センター等が思い浮かぶが、地方ではほんの一部だと考えられる。どのような優先順位を
付けて取り組むのか期待と不安。

●荷主、運送業者、納品先に忖度無しで厳しく取り組んでいただきたい。

●運送業界とその関係性が深い荷主に対して監視の目が届くことは喜ばしい。

●荷主対策に期待。●適正な運賃収受

荷主・元請事業者の皆さんから

●是正措置だけでなく助言等もいただける体制を期待

●荷主や運送事業者の数に対しGメンの数が少ないので実効性が期待できるか不安。

その他の皆さんから（行政書士等の皆さん）

●中国運輸局管轄で何人が配置されているのか？その人数で、業務が回るのか？
ポータルサイトはあるのか？

参加者の皆さんから事前にいただいた問題意識等③
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トラックＧメンとは



トラックＧメンとは

トラックＧメンは、

「トラック運送事業者を取り締まる存在」

ではありません。
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トラックＧメンとは、

トラック運送事業者の立場に立ち、

トラック運送事業者を対象とした

違反原因行為の疑いのある荷主・元請事業者に対する

２０２４年問題の解決を目指すための専門部隊です。

「プッシュ型の（積極的な）情報収集」と

「働きかけ」や「要請」等により、
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トラックＧメンとは

適正運賃の収受や労働環境の改善を実現し、



トラックＧメンの組織・体制

トラックＧメンは、国土交通省職員(国家公務
員)の中から任命されるものです。
令和5年7月21日（金）に創設され、全国で
162名、中国運輸局では13名が任命されてい
ます。 (本局3名、支局各2名)
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トラックＧメンポータルサイト（国交省ＨＰ）
https://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha_tk4_000116.html

内容は順次更新されていきます。



トラックGメンの設置による荷主・元請事業者への監視体制の強化
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違反原因行為とは



違反原因行為とは

違反原因行為とは、

トラックの法令違反の原因となるおそれのある、

以下のような行為を指します。
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こういうものも違反原因行為となりえます（優越的地位の濫用）

運賃・料金の交渉に応じず、不当に低廉
に据置くこと

○ 個別の運送内容等を考慮せずに、一律一定率の引下げ
をして、通常支払われる運賃より低い運賃にすること

○ 運送委託者が、自らの目標額、予算等を基準として、
通常支払われる運賃より低い運賃に、一方的に設定する
こと

○ 軽油価格の高騰、多頻度輸送、長距離輸送、手待ち時
間の発生等輸送条件が変化したにもかかわらず、それら
を一切考慮しないで、通常支払われる運賃より低い運賃
に据え置くこと

○ 特定の運送受託者を差別的に取り扱い、他の運送受託
者より低い運賃を設定すること

○ 同種の運送役務について、特定の地域又は顧客向けで
あることを理由に、通常支払われる運賃より低い運賃を
設定すること

○ 運送委託者は、運送受託者の運転手等に依頼し、契約で定
められていない業務（発荷主・着荷主の倉庫内荷役、ピッキ
ング、仕分け、清掃、検査・検収、ラベル貼り等）について、
無償で実施させること（契約外の無償による附帯業務）

○ 運送受託者に対し、当該運送受託者に委託した取引とは関
係のない貨物の積み下ろし作業をさせること

契約にない付帯業務を行わせ、料金を支
払わないこと

付帯業務の例
●倉庫内の棚に貨物を入れる。
●運送終了後の貨物を方面別等に分ける。
●貨物に値札などのラベルを貼る。
●積み下ろし場所から貨物を移動させる。
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トラックＧメンによる働きかけ



働きかけが行われるまで

「働きかけ文書発出とともにヒアリングを実施する場合は、主に以下の流れに沿って実施

長時間の荷待ち、運賃・料金の不当な据置き、過積載の指示等、違反原因行為の事実確認

違反原因行為が事実の場合、早急の解消に向けた改善計画の作成・提出

改善計画には、違反原因行為の解消に必要な期間を設定（改善期間：概ね3か月程度）

取組の確実な実施を指示するとともに、進捗状況や改善効果等を定期的にヒアリングや提出データ等で確認し、

違反原因行為が解消されたことが確認できるまでフォローアップ

当該荷主が扱う貨物を所掌する関係省庁（経産省、農水省等）と連携してヒアリングを実施

これまでの実績（令和５年６月末までの累計）：働きかけ⇒８４件、要請⇒４件
15

違反原因行為
の情報を投稿

国土交通省
情報入手

投
稿

疑いのある
荷主へ連絡

ヒアリング
実施

荷主都合による長時
間の荷待ちで、拘束
時間が守れない
契約にない附帯作業
の強要 等

投稿情報等を整理の
上、荷主に接触
関係省庁と情報共有
ヒアリング準備 等

支店等への違反原因
行為の事実確認
国への報告書作成
社内調整 等

働きかけ文書の手交
違反原因行為の事実確認
改善計画の作成、早急な
取組の実施を指示
その後のFUを伝達 等

情報提供窓口（目安箱）を
HPに設置（24h運用）
トラックＧメンからの報告

関係省庁も同席荷主の本社へ連絡

貨物自動車運送事業法に基づく「働きかけ」

働きかけ文書
発出

働きかけ文書発出
とともにヒアリング



働きかけの実施事例



働きかけの実施事例①
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①(食品物流会社・着荷主) ～東北、近畿、九州運輸局管内
《相談者からの申告内容》
● 午前中指定納品のため、午前中に現地到着するも、荷卸し開始が13時
(15時もあり)とは理不尽過ぎる。

● いつ行っても待機時間が長すぎる。繁忙期には午前7時に受付をして午後
８時になってもまだ降ろせず、降ろせる見込みもないことから、荷物を持ち
帰ったこともあった。

～ これを受けてヒアリングを実施し、事実を確認。⇒以下の対策を着荷主側が実施。
○ 一部運用にとどまっていた「トラック予約システム」を全車両に拡大
○ 入庫作業バースの拡張と荷卸し時間の拡大（荷卸し開始時間を1時間前倒し）

②(製紙卸会社・発荷主) ～東北、中国運輸局管内
《相談者からの申告内容》
● 朝に受付しても、伝票発行が早くて15時。遅い時では18時の場合もあり。
● 配送先決定、伝票発行が遅いため、積込み開始も遅くなり、5時間以上の待機が発生。
～ これを受けてヒアリングを実施し、事実を確認。⇒以下の対策を発荷主側が実施。
○ 積込み用バースの見直し(増加)を実施
○ 場外倉庫に積荷のバーコードの読み込みシステムを導入(工場へ戻る時間の削減に寄与)
○ 新たな倉庫建設による横持ち移動時間の削減も検討

○違反原因行為：長時間の荷待ち



働きかけの実施事例①
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④(運送事業者・元請、鉄鋼品取扱会社・発荷主) ～中国運輸局管内〈R4,8月追記〉
《相談者からの申告内容》
● 待機することが当たり前の状態であり、荷主等もそれを当たり前のことと思っている節あり。
～ これを受けてヒアリングを実施し、事実を確認。⇒以下の対策を元請・発荷主側が実施。
○ 積込ヤードの厳格管理（空きヤードへの誘導等）、検品作業へのハンディターミナルの全面導入
〇 協力会社、乗務員から率直な意見を吸い上げる『目安箱』の設置、長時間荷待ち是正等に向けた各種取
組を紹介する情報誌の所内掲示、定期的な協力会社ヒアリングの実施による情報共有を早急に実施

〇 ドライバーの入構時間を正確に管理するためのシステム導入に向けた検討をスタート

③(運送事業者・元請) ～中部運輸局管内〈R4,8月追記〉
《相談者からの申告内容》
●日曜祭日以外は、3時間以上待たされる。夕方18時に到着して荷卸しは早くて21時。
●荷卸しの受付をして、毎回6～8時間待たされる。2件目の卸し時間に間に合わせるために途中休憩が取れない。
～ これを受けてヒアリングを実施し、事実を確認。⇒以下の対策を元請側が実施。
○ 専用バースの確保、荷受・仕分要員の配置、到着時間の設定(17:00の定着化)の対策を実施した結果、
平均滞在時間が「30分未満」まで大幅改善

○違反原因行為：長時間の荷待ち



働きかけの実施事例①
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⑥(日用品販売会社・着荷主) ～関東運輸局管内
《相談者からの申告内容》
● 平均５時間は待機させられる。
● 労働環境の悪化が著しく、時間管理もできない。
～ これを受けてヒアリングを実施し、事実を確認。⇒以下の対策を着荷主側が実施。
○ 入庫混雑時間帯の分散や荷受け開始時間の前倒し、仮置きスペースの確保を実施
○ 長時間の荷待ち状況が大幅に改善。これまでの取組の効果を分析し、今後他施設でも実施予定

⑤(精密機器製造会社・着荷主) ～関東運輸局管内〈R5,1月追記〉
《相談者からの申告内容》
● 荷卸し受付後、最大４～５時間の待機が結構ある。
● 順番も受付順ではなく地方便が優先となっているが、優先順位の説明もない。
～ これを受けてヒアリングを実施し、事実を確認。⇒以下の対策を着荷主側が実施。
○ 早朝時間帯以外への車両の分散化として一部時間指定を導入する対策を実施
○ 荷卸しレーンを増加(2レーン→３レーンへ)し、荷卸し能力を強化
○ 一部貨物を他の倉庫宛に移し、納入トラック台数を削減する対策を実施

○違反原因行為：長時間の荷待ち



働きかけの実施事例②
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①(運送事業者・元請) ～中部運輸局管内
《相談者からの申告内容》
● 荷台の天井まで、物理的に積めることができるところまで荷物を積まされる。
～ これを受けてヒアリングを実施し、事実を確認。⇒以下の対策を元請側が実施。
○ 協力会社と調整を図り、一部４ｔ車両から大型車両へ変更
○ 積荷重量を把握できる配車システムを構築し、協力会社と連携し、重量の分散化を実施
○ 同種事案の防止として、社内幹部会議において情報を共有、その後、社内全体へ迅速に情報展開

○違反原因行為：過積載運行の要求



働きかけの実施事例②
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②(運送事業者・元請) ～近畿運輸局管内
《相談者からの申告内容》
● 運送内容を規定する正式な契約書をもらえていない。
● 仕分け作業料、積込料の負担をお願いしているが、支払ってもらえない。
～ これを受けてヒアリングを実施し、事実を確認。⇒以下の対策を元請側が実施。
○ 協力会社と個別に協議を開始。作業範囲、運送料金、作業附帯料金をそれぞれ分けて契約を締結し、契約内
容の「見える化」を実施中

○ 契約締結にあたり、チェックシートを用いて各社の法令遵守にかかる状況を再確認するなど、輸送の安全の確保
に対する取組も合わせて措置

○違反原因行為：依頼(契約)になかった附帯作業

①(食品製造卸会社・真荷主、運送事業者・元請) ～関東、近畿、四国、北陸信越運輸局管内
《相談者からの申告内容》
● 積荷の手卸し後、積荷の仕分けとラベル貼りまで、2～3時間かけてやらされるところもある。
● 卸先に仕分作業を止めてもらうよう、会社からお願いしても「メーカーに相談してくれ」と言われ、メーカーに交渉して
も、「前の運送事業者もやっていた」と一切取り合ってもらえない。

～ これを受けてヒアリングを実施し、事実を確認。⇒以下の対策を真荷主・元請側が実施。
○ 真荷主及び元請から、附帯作業の撤廃について申入れを実施し、了承



働きかけの実施事例②
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②(食品物流会社・発荷主) ～関東運輸局管内
《相談者からの申告内容》
● 大雪警報が発令されているにもかかわらず、配送を依頼された。
～ これを受けてヒアリングを実施し、事実を確認。
⇒以下の対策を発荷主側が実施。
○ 災害時の対応マニュアルの見直しを行い、配送先とも連携し、ドライバー
の安全を最優先とした対応を行うことを改めて徹底

○ 予め荒天が予想される場合、運送事業者の判断による運行の中止について、配送先と連携し検討

○違反原因行為：拘束時間超過

①(食品物流会社・発荷主) ～関東運輸局管内
《相談者からの申告内容》
● 積込み先に到着しても荷揃え作業が終わっておらず、配送全体が遅くなり、拘束時間が守れない。
～ これを受けてヒアリングを実施し、事実を確認。⇒以下の対策を発荷主側が実施。
○ 物流機器(ソータシステム等)を導入し、仕分け作業のスピードアップ化を実施
○ 運送事業者と連携し、小口ロッドの配送を集約配送し、配送車両の削減を検討

○違反原因行為：異常気象時の運行指示



働きかけの実施事例②
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②(農産品取扱企業・元請) ～東北運輸局管内 〈R4,10月追記〉
《相談者からの申告内容》
● 燃料サーチャージについて交渉しても、なかなか結論を出してもらえない。
～ これを受けてヒアリングを実施し、事実を確認。⇒以下の対策を元請側が実施。
○ 元請と真荷主が速やかに協議し、燃料サーチャージを導入することでスピード決着
〇 運賃についても、関係者間で、価格改定を行うことで合意

○違反原因行為：適正取引における運賃・料金等の不当な据置き

①(農産品取扱企業・真荷主) ～九州運輸局管内 〈R4,10月追記〉
《相談者からの申告内容》
●運賃や燃料サーチャージについて交渉しても、応じてもらえない。
～ これを受けてヒアリングを実施し、事実を確認。
⇒以下の対策を真荷主側が実施。
○ 燃料サーチャージについては、全額支払うことで運送事業者と契約
締結

○ 運賃については、これまで「トラッシュの比率分」を差し引いた積荷
料金の支払いであったところ、トラッシュを含むすべての輸送重量に
対して積荷料金を支払うことで合意



要請の実施事例



要請の実施事例①
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①(製造業・発荷主) ～中部運輸局管内
〇 令和3年1月に「働きかけ」、令和４年８月に「要請」を実施
《「働きかけ」後の相談者からの申告内容》
● 昼過ぎから待機しているが、夕方１８時ころの積込になるのが常。
● 積込待ちがかなり長くて、お昼に受付しても夜７時になる。
～ 国土交通省において調査を実施し、情報との整合性を確認
〇 発荷主において、改善計画に基づいた各種取組（「入構時間の指定」「出荷口の増設」「搬送先付近の倉
庫を『中継地点』として活用」など）を実施した結果、 「1時間以上の待機台数比率」は大幅改善。
引き続き、業界及び客先に対する「オーダーの早期化」への働きかけの強化を継続

②(倉庫業・発着荷主) ～関東運輸局管内
〇令和４年７月に「働きかけ」、令和５年２月に「要請」を実施
《「働きかけ」後の相談者からの申告内容》
● 受付後、2時間半以上荷待ちがあり、現在も待っている。
● 朝8時過ぎに受付したにも関わらず、12時現在も呼ばれない。
～ 国土交通省において調査を実施し、情報との整合性を確認
〇業務体制として、「積卸時間(～14:00)」と「積込時間(14：00～)」とを分けており、積卸時間帯には積込み
はできない状況であったところ、体制の変更を含め、改めて改善計画の策定に着手

○違反原因行為：長時間の荷待ち



要請の実施事例②
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③(製造業・発荷主) ～四国運輸局管内
〇 令和５年5月に「要請」を実施
《相談者からの申告内容》～国土交通省及び関係省庁に対する情報
● 待ち時間が長く、待たされることが多い。
● 午前10時に受付をして、5時間待たされ積込の連絡がきた。
～ これを受けてヒアリングを実施し、事実を確認。⇒以下の対策を発荷主側が継続実施、及び実施予定。
○ 在庫管理の見直しによる、積込箇所の削減・集約
○ 積込時間の指定、明確化
○ パレット輸送の導入拡大、荷役・倉庫人員の増員

○違反原因行為：長時間の荷待ち

○違反原因行為：過積載運行の指示
①(運送業（元請）) ～関東運輸局管内
《相談者からの申告内容》～関東運輸局管内
● 軽貨物車による飲料水配送において、委託を受けている荷量を運ぶために過積載となっていることを相談したが、
対応してもらえない。（この他、複数の違反原因行為にかかる情報あり）。

～ 令和４年１0月、「働きかけ」を実施 ⇒ 申告内容の事実確認とともに、改善計画の作成に着手
《相談者からの申告内容》～近畿運輸局管内
●過積載とわかっていながらトラックに荷物を積むように強要してくる。過積載である旨を忠告しても聞いてもらえない。
～ 令和4年11月、「要請」を実施⇒ 申告内容の事実確認とともに、当該違反原因行為の防止に向けた全社レベ

ルの対策強化について着手



トラックＧメンによるプッシュ型情報収集



プッシュ型情報収集とは①

トラックＧメンによる

電話聴取や訪問などにより、

積極的に情報収集するものです。
28

違反原因行為の疑いのある荷主等の情報を

プッシュ型情報収集とは、



プッシュ型情報収集とは②

そのほか、

29

荷主の支店、荷捌き場周辺などへの

違反原因行為をしている疑いのある

パトロール（現場の状況確認）や、



プッシュ型情報収集とは③

以下のような各種フォローアップ調査

●荷主の違反原因行為を投稿してきたトラック事業者へのフォローアップ調査

●目安箱(国交省ＨＰ)に寄せられた投稿情報のフォローアップ調査

●「働きかけ」や「要請」を実施済の荷主等について、再度同種の違反原因行為をし
ている疑いがある場合、情報提供元であるトラック事業者へのフォローアップ調査

30

を行います。



プッシュ型情報収集（まとめ）

トラックＧメンによるプッシュ型情報収集

①電話聴取や訪問などによる、違反原因行為の疑いの
ある荷主情報の積極的収集

②違反原因行為をしている疑いのある荷主等の支店、
荷捌き場周辺などへのパトロール(現場の状況確認)

③各種フォローアップ調査
●荷主の違反原因行為を投稿してきたトラック事業者へのフォローアップ調査

●目安箱(国交省ＨＰ)に寄せられた投稿情報のフォローアップ調査

●「働きかけ」や「要請」を実施済の荷主等について、再度同種の違反原因行為
をしている疑いがある場合、情報提供元であるトラック事業者へのフォローア
ップ調査
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パトロールの際の配布物（案）
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地方貨物自動車運送適正化事業実施機関との連携

地方実施機関の巡回指導の際も、

違法原因行為の疑いのある荷主情報のご提供は
可能です。

プッシュ型情報収集については、

地方貨物自動車運送適正化事業実施機関

（以下「地方実施機関」）と連携を図ることと
しています。

いただいた情報は国土交通省に共有されますの
で、積極的にご協力ください。
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国土交通省では、「働きかけ」の端緒とするため、長時間の荷待ち、契約にない附帯業務の強要などの違反原因行為を
行っているおそれのある荷主情報を、インターネットなども活用して、積極的に収集しています。

国交省 トラック 目安箱 ▼

（アクセス方法）

（入力フォーム［一部］）

クリック クリック

※トラック協会等のHPでも「目安箱」としてリンクが紹介されている例もあります。

入力フォームへ

国土交通省では、8月21日以降、全トラック事業者を対象とした同内容の書面調査を実施します。是非ご協力ください。34

（輸送・荷待ち・荷役などに関する輸送実態把握のための意見等の募集について）

目安箱への投稿



標準的な運賃



平成30年改正後の貨物自動車運送事業法に基づき、運賃交渉力の弱い運送事業者の適
正な運賃収受を支援することを目的に、令和２年４月「標準的な運賃」を告示。
「標準的な運賃」では、運転者について全産業並みの給与、車両の更新期間５年、一般的
な利潤（自己資本金の１０%）などの経営改善につながる前提を置いて、参考となる運賃を示
している。
運送事業者が自己の経営状況を踏まえて運賃を分析し、荷主との運賃交渉に臨むことが肝要

標準的な運賃

STEP１ 標準的な運賃制度を理解する

STEP２ 自社で運賃を計算する

STEP３ 荷主と運賃を交渉する

STEP４ 運賃の事後届出を行う

標準的な運賃 届出までのプロセス

●運賃交渉の障壁解消

・荷主の理解

●これまでの普及策の効果検討

●課題抽出（例：周知・浸透の良し悪し、荷主理解）

●経営状況の振り返り・分析を促進

・ドライバー人件費 ・車両の更新費用
・実車率 ・保険料 ・適正利潤

届出に至るまでの過程を改善

※標準的な運賃の届出率 ５６．８％ （令和５年６月末時点） 36



中国ブロックは全体で８割を超えており、四国に次いで日本で２番目に届出割合が高い地域となっている。
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支局名 事業者数 届出件数 割合

鳥取 302 262 86.8%

島根 375 333 88.8%

岡山 1148 895 78.0%

広島 1,509 1,230 81.5%

山口 627 546 87.1%

中国計 3,961 3,266 82.5%

全国計 56,990 32,381 56.8％

「標準的な運賃」の届け出状況 （令和５年６月３０日現在）



標準的な運賃に係る実態調査結果の概要

○令和２年４月に告示された「標準的な運賃」について、浸透・活用状況等の実態を把握することを
目的として、（公社）全日本トラック協会が会員事業者を対象とした調査を実施

38



2024年問題の背景及びその対策（政策）



自動車運送事業における時間外労働規制の見直し

平成30年６月改正の「働き方改革関連法」に基づき、自動車の運転業務の時間外労働について
も、法施行（平成31年４月）の５年後（令和６年４月1日）より、年960時間（休日労働含ま
ず）の上限規制が適用される。併せて、厚生労働省がトラックドライバーの拘束時間を定めた 「改善
基準告示」 （貨物自動車運送事業法に基づく行政処分の対象）により、拘束時間、運転時間等
が強化される。

現 行 改正後（令和6年4月～）

時間外労働規制
（労働基準法） な し 960時間

(原則、年720時間)

拘束時間
（労働時間＋休憩時間）
（改善基準告示）

【1日あたり】
・ 原則13時間以内、最大16時間以内
※15時間超は1週間２回以内

【1ヶ月あたり】
原則、293時間以内。
ただし、労使協定により、年3,516時間を超
えない範囲内で、320時間まで延長可。

【1日あたり】
・ 原則13時間以内、最大15時間以内。
・ 長距離運行は週2回まで16時間
※14時間超は1週間2回以内

【1ヶ月あたり】
原則、年3,300時間、284時間以内。
ただし、労使協定により、年3,400時間を超
えない範囲内で、310時間まで延長可。

〇主な改正内容

40



労働時間規制等による物流への影響
○ 具体的な対応を行わなかった場合、2024年度には輸送能力が約14%（4億トン相当）不足する可能性。
○ その後も対応を行わなかった場合、2030年度には輸送能力が約34%（9億トン相当）不足する可能性。
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貨物自動車運送事業法の一部を改正する法律（議員立法）の概要（令和５年法律第６２号）
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上記④及び⑤に掲げた適正な運賃収受・価格転嫁の円滑化やトラック法に基づく荷主企業等への要請の強化、情報
公開等の措置の具体的内容について、今年中に成案を得る。
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持続可能な物流の実現に向けた検討会 最終とりまとめ（案）

【労働時間規制等による物流への影響】
○ 具体的な対応を行わなかった場合には、2024年度には約14%（4億トン相当）の輸送能力が不足する可能性。
○ その後もドライバー数減少が見込まれ、2030年度には約34%（9億トン相当）の輸送能力が不足する可能性。

【最終とりまとめの位置づけ】
○ 「総合物流施策大綱」(2021 年６月閣議決定)や各種ガイドライン等について、2024年を前に諸課題が先鋭化・鮮

明化している中、これまで規定してきたことの実効性を確保するため、取り組むべき政策について提示するもの。
○ 政策の検討に当たっては、物流事業者が提供価値に応じた適正対価を収受するとともに、物流事業者、荷主、経済

社会の「三方良し」を目指す。

【持続可能な物流の実現のために取り組むべき政策】

○ 荷主企業・物流事業者の物流改善を

評価する仕組みの創設

○ 経営者層の意識改革を促す措置

○ 消費者の行動変容を促す方策の実施

○ 物流に係る広報の強化

○ デジタル技術を活用した共同輸配送・

帰り荷確保等

○ 官民連携による物流標準化の推進

○ 物流拠点のネットワークの形成等

○ モーダルシフト推進

○ 車両・施設等の省エネ化・脱炭素化推進

○ その他生産性向上を図るための措置

3.物流標準化・効率化推進
○ 労働時間削減に資する措置

（待機時間、荷役時間等の削減）

○ 物流の合理化を図る措置
（納品回数減少、リードタイム延長等）

○ 運賃の適正収受に資する措置
（契約条件明確化、多重下請の是正等）

○ 物流コスト可視化
○ 荷主への働きかけ、標準的な運賃制

度の継続的な運用
○ トラックドライバーの賃金水準向上

2.物流プロセスの課題の解決

〇人口減少に伴う労働力不足に加え、トラックドライバーの時間外労働規制（「2024年問題」）、
カーボンニュートラルへの対応、燃料高・物価高の影響を踏まえ、着荷主を含む荷主や一般消費者を含
め、取り組むべき役割を再考し、物流を持続可能なものとするため、2022年9月から検討会を開催。
(事務局：経産省 国交省 農水省）

〇同検討会では、令和５年７月３日に概要以下の最終とりまとめ案を公示のうえパブリックコメントを
実施中。令和５年８月３日に受付を締め切りの上、今夏中に決定する予定。
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1.荷主企業や消費者の意識改革



「ホワイト物流」推進運動とは

深刻化が続くトラック運転者不足に対応し、国民生活や産業活動に必要な物流を安定的に確保するとともに、
経済の成長に寄与することを目的に、次の点に取組む運動。平成30年度から実施。
① トラック輸送の生産性の向上・物流の効率化
② 女性や60代以上の運転者等も働きやすいより「ホワイト」な労働環境の実現
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「ホワイト物流」推進運動の取組み事例
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自動車運送事業のための 「働きやすい職場認証制度」 の概要
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参考（一般の声）



Youtube、tictok等から拾ったトラックドライバーの印象

真夜中の信号待ちで、真後ろにベタづけしてきたり、夜の国
道で、右に左に車線変更してあおってきたり。バカが多すぎ。
いい人なんか見たことないわ。

高速道路で追い越し、車線をゆっくりと譲らないで居るの何
故？サッサと譲れば渋滞しないのに。

めちゃくちゃｴｴおっさんか、どうしようもないクソ野郎の両極のｲ
ﾒｰｼﾞ

片側1車線でトラックの運ちゃんハンドルにお弁当乗せて運
転してて運転の危機感がなくて怖かった。

トラック乗ると人が変わる！車が大きくなると気が大きくな
る！！

バイク乗ってたらチップ車に１ｍぐらいまで後ろにつけられて
煽られた。ﾊﾞｲｸだから生命の危険感じる。

昔、高速道路の橋のｺｰﾅｰで、ﾄﾚｰﾗｰに幅寄せされた。死ぬ
かと思った。

あのね、ﾄﾗｯｸの馬鹿ﾎｰﾝ大大大大大迷惑やで。

深夜は赤信号に加速して突入

がさつだが話すと優しい人が多い。運転が上手い。

ｺﾝﾋﾞﾆの店員さんが怒っていました。駐車場にｼｯｺ入りﾍﾟｯﾄ
ﾎﾞﾄﾙやうんち入り袋を捨てていくらしい。

ﾄﾗｯｸ運転手によるかな。すぐｷﾚて引きずりおろして殴る蹴る
の運転手いたな。

昔はｼｬﾌﾞ中、暴力団あがり、元珍走団（暴走族）あがり
が多かったが今はまともというか安月給で疲れたオジサンが
多い。

東名でいきなり車線変更してぶつかりそうになったので、ｸﾗｸ
ｼｮﾝ鳴らしたら、こちらが追い抜く時運転席から石投げられた。
ﾌﾛﾝﾄｶﾞﾗｽは割れなかったが、信じられないことをする奴がい
る。

道を譲ってくれるのは大抵がﾄﾗｯｸﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ

深夜高速の左車線のみﾄﾗｯｸが数台固まって走っていて、
追い越し車線が誰も走っていないのに、後続車が追い付い
てくるとｷﾞﾘｷﾞﾘで追い越し車線に入って進路妨害するﾄﾗｯｸ
多くない？

（16/165件）


